










































を， (1)ウラル=アルタイ語族説， (2)アルタイ語族説， (3)アンチ・アルタイ語族





1. 4. 1. 1.ウラル=アルタイ語族説
アルタイ諸諾と他の言語との関係が論じられるようになったのは， 18世紀の
前半になってからのことであり，その火付け役となったのはスウェーデンの







ても vonStrahlenberg (1730)であろう O この中では， rタタール諸語」と
いう命名のもとで， (1)ウイグール，彼の言う「フイノ・ウグールJ，およびフ
































彼の所説は Schott(1849). 同(1853)，同 (1860)などに述べられている O




































て， Winkler (1886)やMenges(1945)などは賛成派だ、ったが，ロシアの Shi也










1. 4. 1. 2.アルタイ語族説
本格的なアルタイ比較言語学を確立したのは， フィンランドの言語学者G.




















なお，彼の所説の集大成は， Ramstedt (1952) t 向(1957)，同 (1966)に
結実しており，就中その形怒論に関してはいまだこれに比肩するものがないほ








Ramstedtに強く影響を受けた学者には， B. Ya. V1adimircov， Z.Gombocz， 
N. N. Poppe， K. Menges， N. A. Baskakovなどがあったが，このうち B.Ya. 
























なお， Poppe氏の主張するアルタイ語族説の全貌を図示すれば，図 1-20 
および図 1-21のようになる D 晩年の Ramstedt関様，朝鮮語をアルタイ語族
の一員として位置づけている点が目をヲlくO
"Khalkha Structure"の著作で知られる JohnC.Streetも，先に挙げた二人
と同様に，朝鮮語を含めてアルタイ語族説を唱えている O ただし，図 1-22に




















る点は，かなり大胆な仮説である D なお，彼の所説は Street(1962 : 95)に
発表されている O
この態度をさらに敷延したのが， かつてシカゴ大学に奉載していた RoyA.











Turkic Chuvash MongoliαTungusic 
languαges languαge languロges languロges

















































taic type) Jと呼んでいるo 系統論的呪縛から解放されて，言語構造だけを虚
心坦懐に対照する言語類型論の分類法に従えば，日本語，朝鮮(韓国)語はも
ちろんのこと，見方によってはチベット語，タミル語なども同じ「アルタイ型j
という類型を共有することになる O そこで，以下にこれらの特徴を大きく (1)音
韻， (2)文法，の 2項自に分けて総論的な素描をする。なお，詳細は次章以降に
展開される各論に譲ることとするO
1. 4. 2. 1.音韻































いた。また， トゥングース諸語では「ロシアjを意味する{Py C b， P 0 C C Hえ
pyCCKH註〉などに，それぞれorus(トヴァ諾，アルタイ詩，カライ語)， or'is 
(カザフ語，ハカス語，ノガイ語)， uris タター ル語)， oros (モンゴル語，
満州詩文語)などの例が見られる(針。
1. 4. 2. 2.文法
1. 4. 2. 2. 1.形態論的特徴












































T a 6 11江 x 0 e p Ita bid xojorl 
あなた われわれ 2人
のように表現するという話用論的レベルに化石化して残されている O
1. 4. 2. 2. 3 品諮問の連続性
言語類型論でしばしば問題にされてきた品詞間の連続性が顕著に見られるD
例えば，モンゴル語の {ca註H)は，
(1) c a註 H H 0 M 良い本
(2) c a訪日 y H山! 上手に読め!
(3) c a益 H Hb Y3! 良いものを見よ!




r-1K 11 H X :3H :3 Y r 実詞






































Il s' en va en courrant. 
彼は去った 走りながら[ジェロンデイフ]







1. 4. 2. 2. 5.統語論的特徴





odalgui arbao cag bolzjbain. 















(1) goagcin emegen boscjiu 凸宮ureruneke eke りterbos 
ゴアクチン おばあさんが起きて 言うことには 母さん母さんはや(起色なさい
gazjar derbelumui tob註ri'註nsonusdamui'" (中略)…ge'bi. 
大地が 動いて 馬の踏の音が 聞こえています と言ったD
(葉徳、輝本『元朝秘史j巻二，第四十二帖)
(2) baabgai 笠並豆~ ajuultai cagt noxりrooxajadag xun 




(3) In~allah 註C註nçu bir dunya harbi olmaz. 
願わ(li 第三次 世界大戦が 起こらぬことを
(4) 韮盟主主 bir arabam olsa. 
~~iすhI!~あ l台の車が ある
(1)と(2)はモンゴル語からの用例で，述部動認の先出し(下線部)が行なわれて
いる O 一方， (3)と(4)はトルコ語からの用例だが，下線をヲiいた「予告の副詞」
の使用が目をヲiくO
最後に，統語論的類型のまとめとして，久野障 (1973: 6) に示されている












John V NP 
ム/¥











that V NP 
ム/へ¥
killed NP S? 
~/ヘ
a rat NP vp 
ム/¥
that V NP 
ム/¥¥/¥ム
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訂正させて頭きます。
